
若者の投票率を上げるために
チーム名：キャメル（河村紗英、村松真子）



出典）令和3年3月28日執行静岡市議会議員選挙年代別投票率について



選挙についてどう思いますか？

　　　　　　　　　　　若者は選挙に行かない　　　　　　　　　　　　

選挙に行ってもどうせ変わらない　　　　　

めんどくさい



若者に共通することは

候補者を知らない



ポスターと選挙カーで候補者を知ることでしかできない 

若者が使うSNSの情報はないのか？？



９月３０日時点　独自に調べた結果

Twitter　　21人 

Facebook  30人 

HP              23人

静岡市議会議員48人の うち

SNS利用している人の数

491144
長方形

491144
長方形

491144
画像

491144
長方形



Twitter / Facebook / HPのなにひとつ持っていない 

市議会議員の人数

10人 これはなんと 

全議員の21%！！



・頻繁に投稿されている方もいる 

・投稿が止まってしまっている方もいる 

・年齢が上の方でもやっている 

・Facebookの利用者が多い

分かったこと



市議会議員が積極的にSNSで情報発信 

↓ 

SNSをよく使う若者にも情報が届く 

↓ 

若者の関心が高まる 

↓ 

投票率も高まるのでは？？



丹沢卓久議員 望月俊明議員 長沼滋雄議員 宮澤圭輔議員

丁寧な回答をいただきまして、ありがとうございました！

市議会議員がSNSで情報発信することについて 

４人の議員に質問してみました

すべての写真、それぞれのFacebookより



丹沢卓久議員 望月俊明議員 長沼滋雄議員 宮澤圭輔議員

①SNSをやる

理由

国の政策は新聞など報道で大きく取り上

げられますが、身近で生活に直結の地方

政治の情報は、あまり市民の手元に届か

ないというジレンマ。静岡市でどんなこ

とが計画され、実行されているか、市民

にお知らせすることも、議員としての務

めだと思ってSNSの投稿

市政の動き､議会の動向、また議員個々の考え

方、方針、活動報告等は、市民にできる限りの

報告をすることが望ましい。SNSによる情報発

信を常時なさった方が、より一層市民の関心は

高まり、若者の投票率の向上に繋がるものと感

じています。

選挙区の有権者に自分の考えや

活動内容、議会報告など発信し

ていくことも大切な仕事です。

街頭に立って宣伝活動したり、

会報を作って配ったり、支援者

にご挨拶に行ったりするのと同

じような感覚

SNSの情報発信を通じ

て、市の取り組みを知っ

て頂くこと、意見を言っ

て頂くこと、もっと良く

なる、改善するべきアイ

デアを伝えて頂くことに

反映できればと。

②SNSで発信

することのメ

リット、デメ

リット

こちらからの発信に対して、随時に双方

向でのやり取りができることが大きなメ

リット。賛成も反対の御意見もとても参

考になります。 デメリットは、SNSを

利用いない方には、何も届かないこと

メリットは、瞬時に市政や市議会議員の活動、

話題や問題など、いち早くその情報収集ができ

ること。デメリットは、発信する側の議員が、

正しい情報を正確に発信できているか。正しく

発信できる能力を持ち備えているか

メリット。誰でも気軽に話しか

けられるのはとても良いと思い

ます。デメリット。嫌なことば

を投げかけられる。

メリットは情報の伝達や

拡散が早い。デメリット

は伝え方を間違えると意

図しない方向で伝わるこ

と

③SNSで投稿

で良いことに

つながったエ

ピソードは？

コロナ対策の休業協力金の最新情報や、

ワクチン接種の予約の見通しなどを報道

よりもわかりやすくお知らせできたとき

などは、とても喜んでいただけました。 

桜えび船の出港から競りの様子など、たくさん

の写真や動画を添付して投稿。それらに対する

反響が多く、なかには、もっと詳しく教えて欲

しいとかある。

SNSでのやり取りをきっかけ

に、議会の質問を作ったことが

あります。公立学校や公立幼保

での夏休み明けのコロナ対応に

ついて

SNSの投稿から、飲食店

のSNSを活用した署名運

動に発展、県知事に署名

を提出。給付金の支給に

至った

④SNSで若い

世代の関心を

高められる

か？

少しはある、と思います。SNSで静岡市

のことを知っていただく機会が増えるこ

とを期待していますが、やはり読み手側

に関心がなければ。 若い人にも興味を

持ってもらえるような内容の発信を心が

けたいと思っています。

SNSによる情報発信は若い世代の関心を高める

ことにつながる。しかし、発信はできたとして

も、若い世代の人たちが、どれだけ関心を持っ

ていただけるか。関心を高めるためには、議員

自らが発信のためのより有効な方法、テクニッ

クの勉強などもすべき

とても難しいと思います。

twitterを見ている層は、30代か

ら40代ぐらいが中心だという印

象です。Facebookが50代から

70代ぐらい。若い人はTikTokと

かInstagram

そう思う。

イタリアや台湾ではネッ

トを使った参加型民主主

義では、多くの若者が政

策を提案することもある

⑤若い世代が

勝手に表彰し

たら困るか？

表彰していたはだければ励みになりま

す。

する以上は、ただなんとなくであっては決して

いけませんから、相当緻密に調査に調査を重ね

なければいけないと感じています。

困らないです。表彰する相手は

慎重に選んでくださいね

特に困りません。



・情報を提供するのは議員の仕事の一つ 

・市民の意見を聞ける 

・情報発信する事で市民に関心が高まる

質問結果 

①SNSをやる理由：



・デ：正しい情報を正確に発信できるか

　　　伝え方を間違えると意図しない方向で伝わる

②SNSをやるメリット・デメリット：

・メ：双方向でのやり取りができる

　　　情報の伝達や拡散が早い



・できる 

・若い世代の関心を高めることにつながる

・とても難しい 

・若者が情報を受け取ろうとしないと届かない

④議員のSNSで若い世代の関心は高められるか：



市議会議員のSNSの投稿を増やすために 

若者が表彰しよう！！

⑤SNSで多く情報発信している議員を表彰していいか 

・困らない、励みになる 

・表彰するなら厳密に調査する必要がある 

・表彰相手は慎重に選んでほしい

⇒表彰は難しそう・・



・海外の選挙制度についての調査

　課題解決に向けて行った事　

・政治家と高校生による意見交換会の開催

・成人式にて投票を促すチラシの配布（予定）



-世界の投票率ランキング-

1. ベトナム 

2. ラオス 

3. ナウル 

4. シンガポール 

8. オーストラリア   

17. スウェーデン     

57. フィリピン  

98. インド 

135. アメリカ 

146. 日本 

165. ロシア       

99.26% 

97.94% 

95.13% 

93.56% 

91.89% 

87.18% 

74.31% 

67.40% 

56.84% 

53.68% 

47.88%

🇻🇳 ベトナム🇻🇳  

・地域の選挙委員というのが存在する 

　⇨選挙に来ていない人の家にわざわざ行く 

・代理投票ができる 

・学校、会社、マンションのロビーなどにも投票　

🇵🇭 フィリピン🇵🇭  

・2回連続で行かないと選挙権剥奪 

・投票日は祝日になり、職場や学校が休み

参考文献）「投票率「世界139位」•••「夢も希望もない日本」に20代の若者が落胆」(2021.10/24 11:01配信) 

　　　　　https://news.yahoo.co.jp/articles/64f12f663556b0cc67c6b72893510c5a67a6cb63



スウェーデンの若者の投票率

％85



1.　普段から政治の話を家庭でしている

2.　起きたことを多角的に見ることができるようにする教育

3.　学校づくりに子どもたちが参加できる　

何か事件があった時に、事件を引き起こした本人の異常性を咎める

のではなく、そうさせてしまった社会環境を考えさせる教育

社会構造レベルで物事を考える

学校寮の建設や、奨学金などお金が絡む大事な決定会議の場に子どもが参加できる

自分たちの意見で世の中が変わるということを普段から経験している



4.　政治家と高校生が議論できる場がある

高校生になると国会に集まることができる 

⇨大臣と国の課題について議論する 

　その内容は議事録にのり、実際の政策に反映すること

がある

www.2.nhk.or.jp「投票率が高いスウェーデン」 

globe.asahi.com「北欧を参考にして若者の投票率を上げるには？都知事選を前に考えてみた」

http://#
http://#


11/27  政治家と高校生による意見交換会

小山さん (志政会)

加藤さん(公民党)

石井さん(創生静岡)

畑田さん(自民党)



Q，なぜ日本において年齢が若い政治家が増えないのか 

Q，日本で18歳選挙権が導入され、何が一番変わったか 

Q，インターネットにある政治の情報との付き合い方とは 

Q，棄権の罰金制度は設けるべきか否か 

Q，政治家の方はどのようにSNSと向き合っているのか 

Q，政治家の方が若者に求めるものは何か　　　　etc.

Q，女性が輝ける社会をどう目指していくのか 

Q，”いじめ”に対して、政治はもっと関われないのか



　アンケート結果　

・政治に関心を持ち、自分の意見を持ち続けることの大切さを学んだ 

・物事の本質までじっくり考え、自分の考えを確立することが大切で　　

あるということを学んだ　　　　　　　　                etc.　　          

　反省点　

選挙の話題で１時間半のうち大半を占めてしまい、選挙や政

治以外の話題について意見を交換する時間がなかった

定期的に開催して欲しい！！

思ってた以上に楽しかった！！

政治に対する印象が変わった！！



1/3 静岡市の成人式にてチラシの配布

静岡市青少年育成課の方と、静岡市選挙管理委員会の方と協力して、 

新成人の方に向けて、投票を促すチラシを作成！！

オモテ面のデザインを担当

約4000枚、配布予定





完

成

版

裏面には 

投票率のグラフ

投票率の現状を

知ってもらう



静岡市への提案

・学生と政治家の意見交換の場を作って欲しい

静岡市議会議員さんへの提案

・SNSでの発信をもっと積極的にして欲しい

・若者向けに分かりやすく発信して欲しい

定期的に開催することで、より多くの若者に政治に関心を持ってもらい、 

結果的に投票率にいい影響をもたらす可能性がある

・Twitterでの発信もして欲しい



　　ご清聴ありがとうございました




